
　 京都の長い歴史や思想に育まれた工芸美術の伝統と革新を踏まえて、作家個

々の新しい発想や創意を尊重し次代の工芸美術をリードする組織体として、工芸

美術創工会は新たな試みや研究の成果を世に発信して参りました。

　 創工会は公共の美術館での発表が殆どでしたが、鹿ケ谷の静寂にたたずむ歴

史的邸宅建築である和中庵の空間に工芸美術作品を展示することにより、作品と

空間が互いに響きあい、日本人が昔からもっている美意識を体現する場が創出さ

れました。本展開催のためにご尽力賜りましたノートルダム女学院 ・ （公財)伊賀市

文化都市協会の関係各位に心から感謝申し上げます。

　 やわらかな秋の日差しの中、ご高覧下さいます様お願い申し上げます。

　 この度は、大盛況であった初回「創工会×和中庵in 鹿ケ谷」に引き続き、第2回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の同展覧会が、ここノートルダム女学院中学高等学校、和中庵で開催される運びと
　　　　　　　

なりました。今年も各界で世界的に活躍されているアーティストの方々が一同に会さ
　　　　

れるという得難い機会が本庵で展開されますことを、心から嬉しく、また有難く存じま
　　　

す。この建造物は、大正の息吹が残る近江商人のお屋敷から、戦後まもなくして米
　　　　

国から来日されたカトリックのシスターたちの修道院へと類稀な変容を遂げた建物
　　　　

として、さまざまな人々によって愛されてきたノートルダム女学院の宝であります。そ
　　　　

こに今回、陶芸、染色、漆芸、硝子、金石、人形、金工、木工という多様なアートが
　　　　

出会い、まるで宇宙の壮大で繊細な美しさを投影したかのような空間に皆様をお迎
　　　　

えできる幸せを感じております。深まる秋を抱く鹿ケ谷の静けさの中で、どうぞごゆっ
　　　　

くりと充実したひと時をお過ごしくださいませ。
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